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はじめに 
 
  2009 年 7 月から 8 月にかけて、生態移民たちに対する現地調査を行うために、中国内モ
ンゴル自治区シリーンゴル盟に滞在した。 
 まず、北京からシリーンゴル盟の政府所在地であるシリーンホト市に向かい、そこで調
査を続けてきた生態移民村の現在の状況を把握し、調査計画の修正を行った。そして、生
態移民村に移住することなく、前の牧草地を利用しながら、酪農業に従事している牧畜民
達の現状を把握するために、シリーンゴル盟南部の S ホトに向かった。シリーンホト市か
ら南に、錫張路に従って、バスで 200 キロメートルぐらい走ってから、さらに南を向かっ
た道に入り、60 キロメートルぐらい走って、ようやく Sホトに到着した。 
 早速調査を始めようとしたとき、ホトで家畜が列車にはねられたことにまつわる人々の
話に興味を引かれた。筆者が到着する一時間ぐらい前に、ホトの近くに走っている列車に
牧畜民の一頭の牛がはねられたそうであった。人々の話によると、家畜を失った牧畜民に
対する賠償ではなく、逆に鉄道の警察側から牧畜民に対して罰金が科せられたということ
であった。 
 この話に筆者は衝撃を受け、計画していた生態移民の調査を行いながら、牧畜地域に建
設された鉄道が牧畜民たちの日常生活に与えた影響についての調査を行った。もともと調
査の計画はなかったので、集めた調査データは充分ではなかった。しかし、知人たちにこ
のような話をしたところ、牧畜地域で類似のことがたくさん起こっていることがわかった。
そのため、調査データは不十分ではあるが、このような問題に研究者たちの興味を引き寄
せるために、本文を書いた。 
 そのため、本文では牧畜地域に建設された鉄道に関する事例を取り上げ、自然環境・放
牧方法・住民の評価という三つ側面から、鉄道建設が牧畜地域の住民たちの日常生活や伝
統文化にどのような影響を与えているかを論じる。 
 
１． 集通鉄道の建設 
 
集通鉄道とは、中国内モンゴル自治区の集寧の賁紅駅から通遼市までの鉄道を指してい
る。中国国務院の許可を得て、1990 年 6 月から工事が始まり、1995 年に主要な本線が完成
した。この鉄道は、内モンゴル自治区の四つの盟（ウランチャブ盟、シリーンゴル盟、ジ
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 ョーオダ盟、ジリム盟）1の 13 の旗（県）に渡り、全長は 943ｋｍで、中国では最長の地方
鉄道である。 
集通鉄道は内モンゴル自治区政府と中国鉄道部の合弁事業である。総建設費の21億2,175
万元（中国の貨幣単位）の中で、自治区政府は世界銀行から 1.5 億ドル（12.9 億元）の貸
与金を受けた。とは言っても、集通鉄道の建設費は中国国有鉄道の 1/5 にとどまっている
とも言われている。牧畜民達の話によると、集通鉄道を建設するために要した土地に対す
る賠償金は、土地の生産量により決められていたから、牧草地の賠償金は農耕地域の 1 割
にも満たなかったそうである。 
集通鉄道は完成し、列車が運行してから、さらに二つの支線を建設した。2000 年では、
石炭の埋蔵量が多いシリーンホト市から、集通鉄道のサンギン・ダライ駅までの支線を建
設した。2007 年では、炭鉱地の白音華（バインハ）から、集通鉄道のダワン駅を寄り、赤
峰に到着する支線を建設した。そして、現在でも、集通鉄道を中心に、いろいろな支線を
建設している。つまり、集通鉄道を中心として、鉄道の交通網が内モンゴル自治区や中国
の北部に形成されつつある。 
集通鉄道では、2005 年まですべての貨物列車の機関車として蒸気機関車を使っていた。
当時、世界の内でも蒸気機関車が走っていたのはこの地域だけであり、蒸気機関車の撮影
場としてメディアでも報道された。赤峰市のあるところには、70 ㎞の道を２時間ほどかけ
て登る坂道があり、蒸気機関車を撮影する最適な場所として報じられた。しかし、2005 年
からすべての機関車は内燃機関車に切り替えられた。 
集通鉄道の価値は、内モンゴル自治区の西部に埋蔵されている資源の開発・利用であっ
た。まず、開発・利用されたのは多量の石炭であった。集通鉄道ができた時点から、内モ
ンゴル自治区西部に埋蔵されている豊富な石炭が、内モンゴル自治区東部や工業発展した
が石炭が欠乏している中国東北地域に運ばれていた。それが、「西炭東送（西の石炭を東に
運ぶ）」事業である。そして、2000 年代にサンギン・ダライ駅付近に大型の火力発電所を作
り、シリーンホト市付近の石炭をサンギン・ダライ駅に運び、そこで発電させて、北京な
どの南方に送るという「北電南送（北の電力を南に送る）」事業が始まった。さらに、内モ
ンゴル自治区を東西に走る唯一の鉄道であり、東北地域・北方・西北地域をつなぐ、中国
の北方地域の物流にとっては重要な鉄道でもある。 
 
２． 調査地概要 
 
 Ｓホトは、中国内モンゴル自治区シリーンゴル盟南部に位置しており、モンゴル民族と
漢民族が混住している。ホトとはモンゴル語であり、複数のアイル（世帯）から成り立っ
                                                  
1 内モンゴル自治区では、行政単位の呼び方が変わった。現在は、ウランチャブ盟を集寧市
に、ジョーオダ盟を赤峰市に、ジリム盟を通寮市に変更した。そのため、四つの盟を一盟
三市と言い方もある。 
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 た宿営集団である。ホトには、20 世帯の 80 人が登録されているが、現在Ｓホトで生活し続
けているのは 10 世帯の 30 人しかいない。Ｓホトの住民たちは、牧畜業だけを営んでいた
が、最近は農耕も行うようになった。農耕をした理由としては、経済的な利益を増やすこ
とと農耕民たちから牧草地を確保することという二つの理由が挙げられる。 
 中国では 1950 年代に人民公社運動が始まり、牧畜民達の所有していたすべての家畜を共
有化し、集団的に飼育するようになった。その後、1982 年に、中国の人民公社が崩壊する
と、集団化されていた家畜を各世帯で請け負うことになった。Ｓホトも、こうした政策の
もとで、家畜の共有化と私有化の過程を経た。さらに、1992 年に牧草地を分割し、使用権
を各世帯に人数ごとに分配させられた。 
 1990 年から、集通鉄道の建設計画により、ホトから東 300 メートルのところで、南北に
走る鉄道工事が始まり、ホトとホトの牧草地が横断された。住民たちは放牧するために、
毎日鉄道に設置された遂道を通過しなければならない。 
 
３． 鉄道建設による牧畜地域への影響 
 
３.１ 鉄道建設による牧畜地域の自然環境の変化 
 集通鉄道を建設するためには、多量な石が必要である。そのため、ホトから北の 500 メ
ートル離れたところにあった山が開発され、多量な石材の取り出すことにより山の半分が
なくなった。そして、道路建設に必要な量の石材を取り出した後、山がそのままに放置さ
れたため、運ばれなかった石があちこちに放置されただけではなく、山崩れがいつでも発
生する可能性があり、人や家畜にとって危険な場所になっている。さらに、石を取り出す
ことにより、地面は破壊され、住民たちの日常生活を脅かしている砂嵐の温床にもなって
いる。 
山に対する乱開発は、モンゴル民族伝統文化にとっては、やってはならないことである。
モンゴル人の伝統では、天を信仰し、天の加護を求めながら、大地を母親のように尊敬し、
大地を傷付けないように保護することで、「天、地、人々」の関係をうまく調整している。
そして、天・地や人々を含めたすべての動植物に精霊が存在していると信じられている。
その中、地の精霊（土地の神）が地元の山に宿って、地元を加護していると信じられてい
る。モンゴル人たちは大地を保護するため、遊牧生活を維持してきた。70 歳の老人である
Ａ氏は大地に対する感謝の気持ちや習慣についてこう話している。 
 
「大地とは、人々や地上万物の母親である。大地の偉大な愛があったから、地上万物
は生き続けている。だから、我々人間は、大地の愛を受けながら、大地を母親のように
加護するべきだ」 
 
「移動生活には掘ったところを去って行く前に必ず埋める習慣があった。移動すると
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 きに、残されたごみを集めて燃やしたり、埋めたりするほか、石などのものをあちこち
に捨てるではなく、一つのところに集めて置いていた。だから、移動し去って行った家
の跡には、石で覆っている炭しか見られないはずだ。次に移動してきた世帯が、炭で跡
を判断し、そこに家を建てないようにしていた」 
 
モンゴル民族伝統文化として知られているオボー祭りでも、オボーの多くのは山の上に
設置されている。 
インタビュー調査の時、住民たちの話によると、彼らは家を建てるとき、家の前と後が
必ず山に向かって建てると話していた。 
破壊された山についても、住民たちの中ではいろいろな噂があった。Ａ氏の話ではこの
ように語っている。 
 
「山の上に何かが宿っている三本の木があって、その木に傷つけてはいけないと子
供の時親から聞いていた。だから、山に登っても、木には近付いたことはない。十年
前に、近所の子供は木に登って、木の枝を折ってしまったので、戻ってきてから、足
の病気にかかった。当時、子供の親が北京まで連れて行って、いろんなところで診療
したけど、治らなかった。最後に、占い師の助言で、山の木にお供えをしてから、足
はどんどん良くなってきた。そして、山の開拓に関わった近所のＹ氏も、今は重い足
の病気にかかって、治療しても治る様子もないまま寝たきりの状態が続いている。金
は儲けたそうだが、やっぱり木を傷づけたせいだろう。あなた（筆者）は木を見るの
はいいけど、決して手を付けてはいけないよ」 
 
道路建設のために破壊された自然環境は山だけではない。土を得るために、あちこちに
掘り出したまま放置されたくぼみがあった。草原の土地の特徴からみると、植物が生える
土の層は非常に薄いし、その下には砂の層がある。そのため、植物が生える土の層が破壊
されると、砂の層が現れ、草原に戻ることはない。放置されたくぼみも、牧草地に戻るこ
ともなく、逆にどんどん広がっている。 
鉄道が建設され、列車が運行してから、牧畜民たちにとって新しい悩みが生じた。それ
は、鉄道の両側にどんどん増え続けているごみの問題である。インタビューの時、Ａさん
はこう話していた。 
 
「列車が運行してから二、三年間後、鉄道の両側にごみが溢れてきた。ビニール袋な
どが捨てられてもあまり消えないため、捨てられたままに残され、遠くから見れば、長
い白い道が草原の中で伸びているようだ。もっとも心配なのは、捨てられたビニールを
家畜が食べたら死ぬことだ。去年、突然倒れて死んでしまった牛を解体してみると、胃
の中に沢山のビニール袋があった。だから、ビニール袋を食べてから死んだのは明らか
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 だ」 
 
牧畜地域では、ごみ処理に対する習慣があり、すべてのごみを燃えるごみと燃えないご
みに分類していた。燃えるごみはもちろん燃やすが、燃えないごみはへこんだところに放
置した。放置されたごみは自然に埋まっていく。しかし、列車運行により、乗客の窓から
捨てるごみや鉄道関係者たちの捨てるベットボトルやビニール袋などのごみがどんどん増
え続けている。牧畜民たちにとって、増え続けるごみは見た目に悪いだけではなく、捨て
られたビニール袋を家畜が食べたら死んでしまうという恐ろしいことでもあって、非常に
悩んでいる。 
 
３.２ 鉄道建設による放牧生活の変化 
 鉄道建設により、住民たちの放牧生活も大きな影響を受けている。モンゴル人たちの放
牧というのは、朝に家畜を牧草地に出して、夕方に家畜を家まで連れ戻すことがメインで、
他の時間帯には大体遠くから見守っている。しかし、鉄道が建設され列車の運行が始まっ
てから、このような放牧の方式に大きな変化がもたらされた。そして、放牧の方式の変化
は、放牧地域の経済収入や人間関係にも影響を及ぼしている。 
 集通鉄道を建設する際には、牧畜地域の特徴が配慮された。例えば、遊牧地域では、家
畜の通り道として遂道を作られた一方、家畜が鉄道に登らないように両側を囲む鉄柵が設
けられた。しかし、こうした保護方法が実際に使われると、いろいろな問題が生じた。例
えば、家畜の通る遂道の高さが１ｍぐらいで、通常ならば家畜は通ることが出来るが、雪
や砂が溜まったら、大型家畜は通れなくなる。保護区を作ったから、保護区の中の草が外
より高くて、家畜は逆に保護区に入ろうとするようになった。そして、鉄道というのは冬
の日中は暖かくて、夏は涼しく、家畜の横になって休みよい場所になった。こうした状況
についてＢ氏はこう語っている。 
 
「鉄道は、我々の家と放牧地を横断している。我々の日常生活のために、家畜の通る
遂道を作ってくれた。しかし、遂道の高さがちょうど大型家畜の高さと一緒であったた
め、夏季にしか使えない。冬季や春季の風で、雪や砂が遂道の下に溜まると、大型家畜
は通れなくなる。しょうがなく、家畜を追って、遠回りにし、人やトラックが通過する
ための遂道を使っている」 
「家畜が列車にはねられるということが多数起こった。そのため、集通鉄道側が、家
畜の鉄道に登ることを防ぐため、鉄道の両側に鉄線で柵を建てた。しかし、柵を建てて
家畜の進入を防いだため、柵の中の牧草が高くなり、家畜の一番理想な場所になった。
だから、家畜からちょっとでも目を離せば、柵の中に入ってしまう。」 
 
家畜の侵入を防ぐことをできなかった集通鉄道側から、家畜の侵入を持ち主の管理のせ
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 いにし、罰金を科せるように通知した。罰金の基準として明白に決まった事はないが、通
常は家畜の種類と列車が停止したかどうかによって罰金の金額も変わっていた。三頭の羊
をはねられた女性のＣ氏はこう語っている。 
 
 「のどが渇いて、家に入ってお茶を飲む間、羊の群れが鉄道に登り、通過する列車に
三頭の羊がはねられた。家畜は、最初の頃は列車から逃げていたが、最近どんどん慣れ
て、近づいても反応しなくなった。そして、はねられた羊を家まで運んできたら、鉄道
警察が来て、警察に 2000 元の罰金を払えと言われた。悔しい気持ちで一杯になったため、
警察と口喧嘩をしちゃった。結果は、賠償金もなく、罰金もなくて済ませてくれた。悔
しいけど、牛をはねられて、2000 元の罰金を科せられたＹ氏よりはるかにましだと思う。」 
  
こうした家畜の喪失と罰金を科せられることを防ぐために、牧畜民たちは長期的に放牧
人を雇い、放牧させるようになっている。労働力不足の牧畜地域では、放牧人の給料が急
速に高まり、牧畜飼育コストが上昇し続けている。しかも、放牧人を雇ったとしても、安
心できるわけではない。家畜から目を離した瞬間に保護区に入ったり、放牧に適さない家
畜もあったりする。そのため、首で柵を押して入る牛には『足掛け』をし、潜って入る山
羊には『首挟み』を付けるようになった。生活の支えである自分の家畜に対して、このよ
うな仕掛けをすることは、牧畜民達にとっては、好ましくはないが仕方ないことであった。
30 年間牧畜生活をしてきたＤ氏は、涙を流しながらこう語っている。 
 
「家畜に対して足掛けや首挟みをするとは、本当に罪である。家畜が柵に入るのは腹
が空いて仕方なかったからだろう。できれは代わってあげたい。このように生きている
家畜もかわいそうだ。」 
 
 鉄道建設と列車の運行に従って、家畜の喪失も増えつつある。こうした変化が、Ｓアイ
ルの社会構造にも影響を及ぼしている。生活のつらい現実に悩み、自分の所有している牧
草地を貸し出して、牧畜地域から離れる世帯が増えている。しかし、専門的な知識を持っ
ていない牧畜民達は、牧畜地域から離れても、苦しい生活が続く。逆に、出て行った世帯
の牧草地を借りている世帯は、所有している牧草地に柵を建て、多量な牧草地を所有して
いる少数の富裕層を形成しつつある。そして、所有する牧草地に柵を建てても、よその家
畜の入ることを防げなくて、家畜と牧草地を巡るトラブルが増え、人間関係も悪化しつつ
ある。 
 
３.３ 鉄道に対する住民たちの語り 
 鉄道を建設する時に住民たちは非常に期待していた。鉄道が建設されば、どこに行って
も便利だし、交通費も安いということで住民たちには歓迎されていた。同時に、鉄道がど
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 の辺で建設されるかについては、住民たちの日常的な関心事でもあった。そして、自分の
故郷で鉄道が建設されることは、住民たちにとって誇りでもあった。さらに、乗客列車が
運行すれば、乳製品を含めた食品を販売することによって、経済的な収入が増えるという
期待も大きかった。当時の期待感について、住民たちはこのように語っている。 
 
  「アイルから 300 メートルのところで駅が建てられていた。だから、暇な時、食料品
や乳製品を持って行って、列車の旅客に販売し、経済的な収入を増やすつもりであった」
（50 での女性Ｅ氏） 
 
  「地元で鉄道ができるってすごいだろう。朝の仕事が終わると、列車に乗って都市に 
行って、夕方の仕事が始まる前に戻ってくる。楽しみに待っていた」（20 代の男性Ｆ氏） 
 
  「鉄道ができから、仕事のチャンスは絶対見つかると思っていた。だから、家畜の世 
話をしながら、空いている時間に鉄道で仕事をやって、収入を増やすつもりであった。 
そうしたら、家畜をあまり増やさなくても、生活困らないだろう」（30 代の男性Ｌ氏） 
 
 しかし、ようやく鉄道が建設され、列車が走った時点で、住民たちの期待は失望に変わ
った。こうした気持ちの変化について、3人はこのように話していた。 
 
  「わくわくしながら待っていた駅は、乗客列車の停まる駅ではなかった。停まってい
るのは貨物列車だけであった。もちろん、食料品の販売もできなかったので、経済的な
収入にもならなかった。逆に、家畜がはねられたり、罰金を科せられたりになって、経
済的な損失は大きい。このような鉄道ならあるよりないほうがよい」（50 代の女性Ｅ氏） 
 
  「列車が運行したから、毎日家畜の心配するようになった。列車の音が聞こえたら、
すぐ走り出て、家畜の状況を確認している。列車はあそこにある山を回って出てくると
き減速するから、車両に乗り込んで、何回も遊びに行ったけど、今はもう飽きちゃった。
鉄道はないよりあったほうがよいと思うけど、毎日緊張して生活するのは嫌だ」（20 段の
男性Ｆ氏） 
 
  「鉄道を建設する時、石材を運ぶ仕事を三ヶ月間やった。しかし、列車が運行してか
ら、我々のやる仕事はなくなった。逆に、家畜の損失や罰金でやられている。放牧人を
雇いたいが、賃金が高いだけではなく、本気でやってくれる人が見つからない。やっぱ
り収入より損失のほうが大きい。だから、来年から俺も牧草地を貸し出して、都市で賃
金労働するつもりだ。」（30 代の男性Ｌ氏） 
 
－ 56 －
 集通鉄道の建設は、地域経済の発展に貢献したかもしれないが、牧畜民達の日常に大き
な影響を及ぼしたことは間違いない。勿論、鉄道が建設されたことにより、交通の便は良
くなったが、乗る機会があまりなかった住民たちにとってはあまり意味がなかった。イン
タビュー調査で統計してみると、利用率は年間で平均一人一回ぐらいに留まっていた。食
品販売ができなかったので、経済的な収入にもならなかった。それだけではなく、牧草地
で列車運行したことにより、家畜飼育コストが上昇する一方、家畜の喪失や罰金という経
済的な損失が高くなった。こうした経済的な損失や精神的な不安が住民たちの日常生活へ
の不安感を招いたため、牧草地から離れて、都市へ流入するようになり、牧畜地域の格差
や構造変化にもつながっている。 
 
４．結論 
 
 集通鉄道は内モンゴル自治区の東西を結んでいる唯一の鉄道である。内モンゴル自治区
政府と中国鉄道部の合弁した事業であり、内モンゴル自治区の東西、さらに中国の東北・
北部・西北を結んで、地域の開発や資源の調達にも大きな役割を果たし、経済的・政治的
に重要な鉄道であることは間違いないだろう。しかし、鉄道の周辺に住んでいる牧畜民達
の日常生活にも大きな影響を与えていることを無視してはいけない。 
 まず、鉄道建設のために破壊された草原の自然環境をみてみよう。多量な石材と土を取
り出すため、地元の山や牧草地が破壊されてしまった。しかし、モンゴル民族の遊牧文化
では、山は土地の神々の宿る場所であり、牧畜民と草原の生態環境の調和に大きな役割を
果たしてきた。このような存在であった山が破壊されたことは、草原の自然環境の破壊だ
けではなく、草原に纏わっているモンゴル民族の伝統文化にも大きなダメージを与えてい
る。多量の土を掘り出した後、そのまま放置されたため、その土地が牧草地に戻ることは
なかった。逆に砂漠化が周辺へ拡大し、近年注目されている砂嵐の温床にもなっている。 
 次に、鉄道周辺に住んでいる牧畜民の日常生活の変化をみてみよう。鉄道建設を望んで
いた牧畜民達は、列車の運行が始まると、失望や不満を抱くようになった。こうした気持
ちの変化の要因は、経済的収入が増えることを期待していたのに、逆に経済的損失が大き
かったことである。集通鉄道側は、牧畜地域という特徴を配慮し、遂道や柵を建てるなど
の対策を取っていたが、現地の生態環境を十分に理解できていなかった。こうした不十分
な理解が牧畜民達の経済的損失につながっている。 
最後に、鉄道建設による牧畜地域の社会的な変化からみてみよう。列車の運行は、牧畜
民達に家畜の喪失や罰金などによる経済的な損失をもたらした。また、列車の運行によっ
て放牧人を雇用する必要が生じるなど、牧畜飼育コストも大幅に上昇した。こうした影響
が牧畜地域の格差にも影響を及ぼし、経済力が弱い世帯は耐えられなくなり、牧草地を貸
し出して、賃金労働力として都市へ流入するよりほかなかった。経済力が強かった世帯は
牧草地を合併した。その結果、牧草地は少数の人々に集中し、牧畜地域社会に構造的な変
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 化をもたらした。 
牧畜地域における鉄道などの開発政策は、現地の生態環境、伝統文化を十分に配慮し上
で行わなければならない。現地の生態環境や伝統文化を無視した、あるいは不十分な理解
にもとづいた開発政策は、地域の生態環境を破壊し、現地の住民を苦しい状況に追い込ん
でいる。さらに、牧畜地域の格差が広がるといった社会的な構造の変化をもたらし、社会
の安定や経済の発展にも大きなダメージを与えたことに間違いはない。 
 
参考文献 
 
[モンゴル語文献] 
吴阿拉泰・萨日娜，『游牧经济与蒙古文化』，1997年，内蒙古人民出版社 
鄂斯尔，『现代化建设与游牧生活』，2006年，内蒙古人民出版社 
额尔敦扎布・萨日娜，『蒙古族土地所有制特征研究』，2001年，辽宁民族出版社 
特木尔扎布・额尔敦朝克图，『蒙古游牧人文化』，2004年，内蒙古人民出版社 
才布希格，『蒙古文化中的人与自然』，2006年，民族出版社 
 
[中国語文献] 
孟驰北，『草原文化与人类历史』，1999年，国际文化出版社 
 
[インタネット文献] 
「集通铁路正在成为北疆绿色生态线」，アクセス：2010 年 2 月 26 日， 
 http://www.people.com.cn/GB/channel1/907/20001215/350817.html 
「内蒙古集通铁路拉动地方经济腾飞」，アクセス：2010 年 2 月 26 日， 
 http://www.cnr.cn/nmgfw/xwzx/jjnmg/200708/t20070823_504549649.html 
「铁路」，アクセス：2010 年 2 月 26 日， 
 http://baike.baidu.com/view/19293.htm 
 
－ 58 －
